
（別紙３）

～ 令和８年　２月　１４日

（対象者数） １３名 （回答者数） ２３名

～ 令和８年　２月　１４日

（対象者数） １8名 （回答者数）
１8名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1 皆そろってミーティングなど定期的に行っていきたい。

2 よく話ができる雰囲気作りは続けていきたい。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
求人を出していることで学生たちがＳＮＳなどで探して

くれたりしている。

2 実際は実働時間内で話し合うことが多い。

3

職員同士よく共有している。

明るくコミュニケーションをとる職員が多い。

季節のイベントなど協力している。

気になることなど、その場で話をする。

○事業所名 ＮＰＯ法人ふれあい学童　空

○保護者評価実施期間
令和８年　１月　１５日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
令和８年　１月　１５日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和８年　２月　２８日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の雰囲気がいつも明るい。 常に子供たちが安心して楽しく過ごせるようにしている。

学校よりも事業所が楽しみと言ってもらえるところ。

少人数だからこそ一人一人に合わせた対応ができる。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

ミーティングや研修などの時間が作れない。 ある程度アピールしていかなければ人は集まらない。

交通の便が不便。 人員が増加の為、指導に当てる時間が多くなっている。

事業所における自己評価総括表公表


